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理科の目標 

 自然の事物・現象に関わり、理科の見方・考え方を働かせ、見通しをもって観察、実験を行うことなどを

通して、自然の事物・現象を科学的に探究するために必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

（１）自然の事物・現象についての理解を深め、科学的に探究するために必要な観察、実験などに関する基

本的な技能を身に付けるようにする。 

（２）観察、実験などを行い、科学的に探究する力を養う。 

（３）自然の事物・現象に進んで関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。 

 

研究主題 

研究員による実践の成果と課題 

〇理科が好き・楽しいと実感できる生徒の割合は

増加していることが分かる。 

〇ICTを活用しながら、協働的な学びを充実する

手立てが数多く考えられ、実践されている。 

●ICTの活用、学習方法の工夫を行うことが目的

となっている傾向が強く、科学的な手続きを重

視した指導という部分で弱さが見られる。 

●生徒目線で授業を設計することよりも、形や方

法論が先行しがちで、生徒の意識や思考の流れ

が見えづらい実践が見られる。 

子どもの目線に立つ２０２２ 

○令和４年度の調査では、「理科の勉強が好き」と

回答した生徒の割合が、中学校では平成３０年

の調査を上回った。「理科の授業がよく分かる」

の割合も同様の傾向がみられ、改めて「好き」

と「分かる」は密接に関係することが示された。 

・「理科の勉強が好き」とより感じられるように、

個に応じた指導をするとともに、自ら探究する

楽しさを味わえるような授業改善をしていく

必要がある。 

TIMSS2023、PISA2022の結果より 

・「理科を勉強すると日常生活に役に立つ」「理科

の勉強は楽しい」と考える生徒の割合は増加傾

向にある。一方で、理科を得意と思う生徒は減

少している。（TIMSS2023） 

・日本の生徒が自律学習に対して自信がない。37

か国中 34位。(PISA2022） 

・日常生活や社会との関連を重視する活動、自然

の事物・現象を科学的に探究する活動の充実、

及びそれらを行う上で必要となる観察や実験、

課題解決のために探究する時間の充実をはかる

ことが必要。（TIMSS2023、PISA2022） 

・学ぶ意義を十分に見いだせず、主体的に学びに

向かうことが出来ていない子が多くなってい

る。 

・生成 AI には扱えない概念としての知識の習得

や、深い意味理解をすること、自分の考えをも

ち、根拠に基づいて他者に明確に説明すること、

自律的に学ぶ自信のある生徒が少ないこと等の

課題がある。 

研究の視点 
＜教育課程＞ 

・生徒の既にもっている自然の事物・現象についての考えを考慮しつつ、学習内容の系統性・発展性や、科学

的な探究の過程を明らかにした指導計画の作成 

＜観察，実験＞ 

・生徒一人一人の科学的な探究を支える魅力ある教材・教具の開発と工夫 

例）「確かな事実が得られる教材・教具」「生徒が自由に選択したり、度合いを調整したりすることができる教

材・教具」「自分で考えた計画を実行できる教材・教具」「日常生活や実社会につなげることができる教材・

教具」「生徒の問題意識を引き出す事象提示で使用する教材・教具」等 

＜学習・評価＞ 

・生徒が、自ら学習課題を設定することができる指導 

・生徒が、探究の過程の中で、実証性、再現性、客観性といった条件を検討することができる指導 

・日常生活や実社会への適用を意図し、生徒が、理科の有用性を実感できる指導 

・生徒が、自分自身の学びを自覚し、成長することができる指導と評価 

＜環境教育＞ 

・地域の人的・物的資源を活用するなどして、持続可能な社会の実現に寄与する態度を育てる指導 


